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事業概要
１．目的

北海道由仁町内で早生樹（クリーンラーチ、オノエヤナギ）を用いた
エネルギーの森を創生すること。

２．期間
2023年10月 ～ 2028年3月（5ヵ年）

３．最終目標
①亜寒帯（北部）における早生樹（クリーンラーチ、オノエヤナギ）の

大規模植林技術の開発

②早生樹のバイオマス燃料としての活用検討、及び燃料化のコスト削減手法の開発

③デジタル計測による既存森林の実態把握及び施業計画の簡易化（2023年度完了）

４．成果・進捗概要

1)クリーンラーチの苗本数確保、伐採・植林配置計画完了（植苗は2025年5月、4,650株）

2)オノエヤナギの植苗(第１回)を実施完了（2024年11月完了、0.9ha／11,500株）
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１．クリーンラーチ・オノエヤナギの紹介
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クリーンラーチクリーンラーチ オノエヤナギオノエヤナギ
①成⾧速度
スギ・ヒノキの標準伐期齢は50年
クリーンラーチは25年

②環境性
カラマツに比べ、CO2を2割程度多く吸収
（温暖化防止に貢献）

①寒冷地でも初期成⾧が早い
落葉広葉樹林の10～15倍

②短伐期（3年）で繰り返し収穫可能
（萌芽更新により1株で7回収穫可能）

クリーンラーチ苗木 クリーンラーチ成木 オノエヤナギ栽培

オノエヤナギ苗木

ヤナギ台切り

穂木



２．“エネルギーの森”実証事業予定地
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ゆにガーデン

凡例
:クリーンラーチ
:オノエヤナギ

2024秋

2025秋

2025春

2026春

2027春

※現在までの成果・・・グループ②:クリーンラーチの植林配置計画
グループ⑤:オノエヤナギの植苗完了



３－１＜24年度の成果＞
グループ②：現地調査＆伐採計画の策定
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温泉施設

庭園施設

存置

伐採伐採

伐採

伐採

※伐採は2025年2月を予定

「JFEの森」
(ほっかいどう企業の森林制度を

活用した当社社会共生活動)

N

下絵：Google Earthより引用



３－１＜24年度の成果＞
グループ②：クリーンラーチ植苗計画の策定
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※植苗は2025年5月を予定

植苗植苗

植苗

植苗

既存林

植苗面積：2.4ha

植苗本数：4,650本
※苗は道庁より供給

予定本数確保済

植苗密度：1,500本～2,500本／ha
※密度差による成長量の比較

実証内容：・想定される成長量か観察
・コスト性（下刈り、施肥）

その他 ：限定的にカラマツを植苗
⇒カラマツとクリーンラーチの

成長量比較

N

下絵：Google Earthより引用



３－２＜24年度の成果＞
グループ⑤：オノエヤナギ準備工（伐採等）
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グループ⑤
草刈り・伐採前(６月)

草刈り・伐採・伐根後(11月)

約1mの雑草・クマザサ

雑木(既存木)

雑木(既存木)

雑木(既存木)

●草刈り２回実施（６月・10月）
６月 ・・・約1mの時点で実施（重機で草刈り可能）
10月・・・植苗前に実施

●伐採・伐根・・・植苗前に実施

2025年に対応

下絵：Google Earthより引用



３－２＜24年度の成果＞
グループ⑤：オノエヤナギ植苗計画の策定
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★実証内容
・植苗の効率性の模索
・苗の密度差による成長比較
・施肥の要否
・収穫の効率性の模索(将来的)

N

下絵：Google Earthより引用



３－２＜24年度の成果＞
グループ⑤：植苗の実施（施業状況）
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①溝切り

②土戻し

(断面模式図)

ユンボ使用
(台形バケット)

ユンボ使用

③ほぐし

④苗付け

スコップ使用

手作業

①溝切り

台形バケット

②土戻し

溝切り

土戻し
③ほぐし

④苗付け



３－２＜24年度の成果＞
グループ⑤：植苗の実施（施業完了時）
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撮影
(右図)

マーキング

★今回植苗で見えた課題
・土工事の簡略化
・苗付けの効率化

下絵：Google Earthより引用



４．今後の予定
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20272026202520242023開発項目

①大規模植林

②コスト削減

③デジタル
データ活用

伐採植林計画
既存林伐採

“mapry林業“精度検証

保育（下刈り・枝打ち）

成⾧量評価

早生樹の材積測定

現地調査

早生樹植林

下刈り効率化（機械地拵え）

既存森林の材積調査

農機伐採
検討

【クリーンラーチ】

【オノエヤナギ】
植苗効率化

下刈り・施肥効率化



５．まとめ
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(1)2024年の成果

・グループ②：伐採計画／クリーンラーチ植苗計画完了
クリーンラーチ苗：計画本数入手確定
（※施業は2025年2月～）

・グループ⑤：オノエヤナギ植苗完了（2024年11月）

(2)次年度以降の課題
・育林作業内容の検討…下刈り、施肥の要否
・オノエヤナギの植苗効率化
・コスト整理
（バイオマス燃料目標コストの実現に向けての課題抽出）



【参考】“エネルギーの森”実証事業 協定締結

植林活動を発展させ、『ゼロカーボンシティ』に繋がる意義のある取組み
⇒2024年5月『“エネルギーの森”実証事業に関する協定』を締結

由仁町、JFEエンジ、御来賓の方々と記念撮影
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写真左）当社社⾧ 福田 一美 写真右）由仁町⾧ 松村 諭様



ご清聴ありがとうございました

北海道由仁町伏見台展望台からの眺望
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